
海外災害

救
助
物
資
の
集
積
基
地
を

　
懸
鸚
知
事
、
匿
に
設
置
要
隻
へ

　
良
野
知
事
は
二
十
一
日
の
県

議
会
で
、
海
外
で
の
災
害
な
μ
一

に
備
え
た
救
援
物
資
の
集
積
基

地
を
県
内
に
設
置
す
る
ぷ
ワ
、

国
に
要
頑
す
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
１
０
ロ
シ
ア
・
サ
ハ
刃
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
筒
山
南
興
町
二
Ｔ
ｓ
十
の
七
｛
中
ａ
バ
ス
葱
．
一
一
一

苔
憑

貴
き

の
大
震
災
な
ど
で
対
応
に
緊
急

性
が
求
め
β
ｎ
た
こ
と
か
ら
、

岡
山
空
港
近
く
を
想
定
し
て
い

ス
ｙ
と
い
う
。

　
日
南
香
議
員
（
公
明
）
が
、

サ
ハ
リ
ン
震
災
で
活
躍
し
た
ア

ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
・
（
λ
Ｍ

Ｄ
Ａ
、
本
部
・
岡
山
市
）
な
ど

の
活
動
へ
の
支
援
態
勢
に
つ
い

て
提
案
む
た
の
に
対
し
、
長
野

知
事
は
「
救
動
物
質
の
備
蓄
根

地
域
の
天
災
や
飢
餓
、
疾
病
な

ど
に
対
応
す
る
た
め
、
食
料
や

医
薬
品
、
、
建
築
物
資
の
集
積
基

地
を
作
る
意
向
を
明
ら
か
に
し

て
い
た
ほ
か
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
や
各

種
団
体
で
作
る
「
国
際
貢
献
ト

’
ピ
ア
岡
山
構
想
を
推
進
す
る

会
」
も
、
岡
山
を
国
際
支
援
の

拠
点
に
す
る
運
動
を
展
開
、
行

政
、
民
間
で
そ
れ
ぞ
れ
、
基
地

誘
致
の
機
運
が
盛
り
上
が
っ
て

い
た
。

　
担
当
の
県
保
健
福
祉
課
は

　
「
国
と
し
て
海
外
支
援
が
必
要

と
考
え
て
お
り
、
民
間
の
拠
点

と
し
て
整
備
す
る
か
な
ど
、
具

体
的
な
こ
と
は
白
紙
状
態
。
中

央
防
災
会
議
や
防
災
問
題
懇
談

会
（
防
災
臨
調
）
な
ど
で
検
討

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
思
う
」

と
し
て
い
る
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
菅
波
茂
代
表
は

　
「
岡
山
を
国
際
貢
献
の
拠
点
に

す
る
構
想
に
近
づ
く
、
意
義
あ

る
試
み
。
『
国
際
支
援
に
は
迅
速

さ
が
必
要
で
、
外
国
の
要
請
を

待
た
な
い
で
現
地
に
向
か
え
る

Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
民
間
活
勲
団
体
）
と
の

連
携
を
見
据
え
た
計
画
に
し
て

も
ら
い
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

の
よ
う
な
施
設
の
設
一
は
ぜ
ひ

と
も
必
要
。
広
域
高
遠
交
通
網

の
ク
ロ
ス
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
岡

山
空
港
周
辺
が
最
も
適
切
」
と

答
え
た
。

｀
知
事
は
こ
れ
ま
で
、
ア
ジ
ア
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